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日本の読者へ 第第7版の前書き 第8版のまえがき 第九版へのまえがき 第一第⼀○版へのまえがき 第一一版へのまえがき 第一二版へのまえがき

第第5版への序⽂

第第1部 株式と価値 第第1部 株式と価値 第第1部 株式と価値 第第1部 株式と価値 第第1部 株式と価値 第第1部 株式と価値 第第1部 株式と価値

第第1章 「ファンダメンタル価値」学派対「砂上の楼閣」学派 第第1章 「ファンダメンタル価値」学派対「砂上の楼閣」学派
第1章株式投資の二大流派―「ファンダメンタル価値」学派
VS.「砂上の楼閣」学派

第第1章 株式投資の⼆⼤流派 第第1章 株式投資の⼆⼤流派
第1章株式投資の二大流派―「ファンダメンタル価値」学派
VS.「砂上の楼閣」学派

第1章株式投資の二大流派―「ファンダメンタル価値」学派
「砂上の楼閣」学派

1 ランダム・ウォークとは何か 1 ランダム・ウォークとは何か 1 ランダム・ウォークとは何か 1 ランダム・ウォークとは何か 1 ランダム・ウォークとは何か 1 ランダム・ウォークとは何か 1 ランダム・ウォークとは何か
2 ⽣活の⼀部となった株式投資 2 ⽣活の⼀部となった株式投資 2 ⽣活の⼀部となった株式投資 2 ⽣活の⼀部になった株式投資 2 ⽣活の⼀部になった株式投資 2 ⽣活の⼀部になった株式投資 2 ⽣活の⼀部になった株式投資
3 株式投資の理論 3 株式投資の理論 3 将来を予測する能⼒ 3 将来を予測する能⼒ 3 将来を予測する能⼒ 3 将来を予測する能⼒ 3 将来を予測する能⼒
4 ファンダメンタル価値学派 4 ファンダメンタル価値学派 4 ファンダメンタル価値学派 4 ファンダメンタル価値学派 4 ファンダメンタル価値学派 4 ファンダメンタル価値学派 4 ファンダメンタル価値学派
5 砂上の楼閣学派 5 砂上の楼閣学派 5 砂上の楼閣学派 5 砂上の楼閣学派 5 砂上の楼閣学派 5 砂上の楼閣学派 5 砂上の楼閣学派
6 ランダム・ウォークの実践 6 ランダム・ウォークの実践 6 ランダム・ウォークの実践 6 ランダム・ウォークの実践 6 ランダム・ウォークの実践 6 ランダム・ウォークの実践 6 ランダム・ウォークの実践

第第2章 市場の狂気 第第2章 市場の狂気 第第2章 市場の狂気 第第2章 市場の狂気 第第2章 市場の狂気 第第2章 市場の狂気 第第2章 市場の狂気
1 オランダのチューリップ・バブル 1 オランダのチューリップ・バブル 1 オランダのチューリップ・バブル 1 オランダのチューリップ・バブル 1 オランダのチューリップ・バブル 1 オランダのチューリップ・バブル 1 オランダのチューリップ・バブル
2 イギリスの南海泡沫バブル 2 イギリスの南海泡沫バブル 2 イギリスの南海泡沫会社バブル 2 イギリスの南海バブル 2 イギリスの南海バブル 2 イギリスの南海バブル 2 イギリスの南海バブル
3 1920年代のフロリダ⼟地投機 3 1920年代のフロリダ⼟地投機 3 ⼀九⼆〇年代にウォール街が育んだバブル 3 ⼀九⼆〇年代にウォール街が育んだバブル 3 ⼀九⼆〇年代にウォール街が育んだバブル 3 ⼀九⼆〇年代にウォール街が育んだバブル 3 ⼀九⼆〇年代にウォール街が育んだバブル
4 ウォール街の株式投機 4 ウォール街の株式投機
5 まとめ

第第3章 1960年代から80年代にかけての株式相場 第第3章 株価はこうして作られる 第第3章 株価はこうして作られる 第第3章株価はこうして作られる 第第3章株価はこうして作られる 第第3章株価はこうして作られる 第第3章 ⼀九六〇年代から九○年代にかけてのバブル
1 機関投資家の健全度 1 機関投資家の健全度 1 機関投資家の健全度 1 機関投資家の健全度 1 機関投資家の健全度 1 機関投資家の健全度 1 機関投資家の健全度
2 ゴールデン60s 2 ⻩⾦の六○年代 2 ⻩⾦の六○年代 2 ⻩⾦の六○年代 2 ⻩⾦の六○年代 2 ⻩⾦の六○年代 2 ⻩⾦の六○年代
3 低迷の70年代 3 低迷の七〇年代 3 低迷の七〇年代 3 低迷の七〇年代 3 低迷の七〇年代 3 低迷の七〇年代 3 低迷の七〇年代
4 狂乱の80 年代 4 狂乱の⼋〇年代 4 狂乱の⼋〇年代 4 狂乱の⼋〇年代 4 狂乱の⼋〇年代 4 狂乱の⼋〇年代 4 狂乱の⼋〇年代

5 思い上がりの九〇年代 5 思い上がりの九〇年代 5 思い上がりの九○年代 5 思い上がりの九○年代 5 思い上がりの九○年代 5 ⽇本の株価・地価バブル
6世紀末のインターネット株狂騒曲

第第4章 株式のファンダメンタル価値 第第4章 株式のファンダメンタル価値 第第4章史上最⼤のバブル―インターネット・サーフィン 第第4章 ⼆⼀世紀は巨⼤なバブルで始まった 第第4章 ⼆⼀世紀は巨⼤なバブルで始まった 第第4章 ⼆⼀世紀は巨⼤なバブルで始まった 第第4章 ⼆⼀世紀は巨⼤なバブルで始まった
1 企業の「ファンダメンタルズ」が株価を決める 1 株価を決める四つの要因 1 インターネット・バブルはいかに膨らんだか 1 インターネット・バブルはいかにして膨らんだか 1 インターネット・バブルはいかにして膨らんだか 1 インターネット・バブルはいかにして膨らんだか 1 インターネット・バブルはいかにして膨らんだか
2 ⼆つの注意事項 2 「正しい」株価収益率 2 広い裾野を持ったハイテク・バブル 2 広い裾野を持ったハイテク・バブル 2 広い裾野を持ったハイテク・バブル 2 広い裾野を持ったハイテク・バブル 2 広い裾野を持ったハイテク・バブル
3 有効性のテスト 3 有効性のテスト 3 未曾有の新規公開株ブーム 3 未曾有の新規公開株ブーム 3 未曾有の新規公開株ブーム 3 未曾有の新規公開株ブーム 3 未曾有の新規公開株ブーム
4 三つ⽬の注意事項 4 移り気な「成⻑期待」 4 証券アナリストも謳い上げた 4 証券アナリストも謳い上げた 4 証券アナリストも謳い上げた 4 証券アナリストも謳い上げた 4 証券アナリストも謳い上げた
5 残された問題 5 残された問題 5 新しい株価評価尺度 5 新しい株価評価尺度 5 新しい株価評価尺度 5 新しい株価評価尺度 5 新しい株価評価尺度

6 メディアの責任 6 メディアの責任 6 メディアの責任 6 メディアの責任 6 メディアの責任
7 バブルの息の根を⽌めた不正の横⾏ 7 バブルの息の根を⽌めた不正の横⾏ 7 バブルの息の根を⽌めた不正の横⾏ 7 バブルの息の根を⽌めた不正の横⾏ 7 バブルの息の根を⽌めた不正の横⾏
8 危機は予知できたか 8 危機は予知できたか 8 危機は予知できたか 8 危機は予知できたか 8 危機は予知できたか

9 ⼆⼀世紀初めの住宅バブルと⼤暴落 9 ⼆⼀世紀初めの住宅バブルと⼤暴落 9 ⼆⼀世紀初めの住宅バブルと⼤暴落 9 ⼆⼀世紀初めの住宅バブルと⼤暴落
第第5章 「ファンダメンタル価値」の正体 10 仮想通貨バブル
1 株価を決める四つの要因
2 「正しい」株価収益率
3 有効性のテスト
4 移り気な「成⻑期待」
5 残された問題

第第2部 プロの投資家の成績表 第第2部 プロの投資家の成績表 第第2部 プロの投資家の成績表 第第2部プロの投資家の成績表 第第2部プロの投資家の成績表 第第2部プロの投資家の成績表 第第2部プロの投資家の成績表
第第5章 テクニカル分析とファンダメンタル分析 第第5章 テクニカル分析とファンダメンタル分析 第第6章 株価分析の⼆つの⼿法 第第5章 株価分析の⼆つの⼿法 第第5章 株価分析の⼆つの⼿法 第第5章 株価分析の⼆つの⼿法 第第5章 株価分析の⼆つの⼿法
1 テクニカル分析とファンダメンタル分析 1 テクニカル分析とファンダメンタル分析 1 テクニカル分析とファンダメンタル分析 1 テクニカル分析とファンダメンタル分析 1 テクニカル分析とファンダメンタル分析 1 テクニカル分析とファンダメンタル分析 1 テクニカル分析とファンダメンタル分析
2 チャートは何を語る 2 チャートは何を語る 2 チャートは何を語る 2 チャートは何を語るか 2 チャートは何を語るか 2 チャートは何を語るか 2 チャートは何を語るか
3 チャート分析の論理 3 "いかに"動くかが重要だ 3 いかに、動くかが重要だ 3 いかに、動くかが重要だ 3 いかに、動くかが重要だ 3 いかに、動くかが重要だ 3 いかに、動くかが重要だ
4 チャート分析はなぜうまくいかないか 4 チャート分析はなぜうまくいかないか 4 チャート分析はなぜうまくいかないのか 4 チャート分析はなぜうまくいかないのか 4 チャート分析はなぜうまくいかないのか 4 チャート分析はなぜうまくいかないのか 4 チャート分析はなぜうまくいかないのか
5 チャーティストからテクニカルアナリストへ 5 その名も今やテクニカルアナリストへ 5 その名も今やテクニカル・アナリスト 5 その名も今やテクニカル・アナリスト 5 その名も今やテクニカル・アナリスト 5 その名も今やテクニカル・アナリスト 5 その名も今やテクニカル・アナリスト
6 ファンダメンタル分析の⼿法 6 ファンダメンタル主義者の"霊感" 6 ファンダメンタル主義者の霊感 6 ファンダメンタル主義者の~聖なる霊感 6 ファンダメンタル主義者の~聖なる霊感 6 ファンダメンタル主義者の~聖なる霊感 6 ファンダメンタル主義者の聖なる霊感
7 なぜ,ファンダメンタル分析も必ずしもうまくいかないのか 7 なぜ,ファンダメンタル分析も必ずしもうまくいかないのか 7 なぜファンダメンタル分析も必ずしもうまくいかないのか 7 「正しい」株価収益率 7 「正しい」株価収益率 7 「正しい」株価収益率 7 「正しい」株価収益率
8 ファンダメンタル分析とテクニカル分析の併⽤ 8 成功するための3つのルール 8 成功するための三つのルール 8 なぜファンダメンタル分析も必ずしもうまくいかないのか 8 なぜファンダメンタル分析も必ずしもうまくいかないのか 8 なぜファンダメンタル分析も必ずしもうまくいかないのか 8 なぜファンダメンタル分析も必ずしもうまくいかないのか

9 成功するための三つのルール 9 成功するための三つのルール 9 成功するための三つのルール 9 成功するための三つのルール

第第6章 テクニカル分析とランダム・ウォーク理論 第第6章 テクニカル戦略は儲かるか 第第7章 テクニカル戦略は儲かるか 第第6章 テクニカル戦略は儲かるか 第第6章 テクニカル戦略は儲かるか 第第6章 テクニカル戦略は儲かるか 第第6章 テクニカル戦略は儲かるか
1 ⽳のあいた靴と予想の曖昧さ 1 ⽳のあいた靴と予想の曖昧さ 1 ⽳のあいた靴と予想の曖昧さ 1 ⽳のあいた靴と予想の曖昧さ 1 ⽳のあいた靴と予想の曖昧さ 1 ⽳のあいた靴と予想の曖昧さ 1 ⽳のあいた靴と予想の曖昧さ
2 株式市場にモメンタムは存在するか 2 株式市場にモメンタムは存在するか 2 株式市場にモメンタムは存在するか 2 株式市場にモメンタムは存在するか 2 株式市場にモメンタムは存在するか 2 株式市場にモメンタムは存在するか 2 株式市場にモメンタムは存在するか
3 ランダムウォークとは何を意味するのか 3 ランダムなコイン投げが描くチャート 3 ランダムなコイン投げが描くチャート 3 ランダムなコイン投げが描くチャート 3 ランダムなコイン投げが描くチャート 3 ランダムなコイン投げが描くチャート 3 ランダムなコイン投げが描くチャート
4 より精巧なテクニカル⼿法について 4 より精巧なテクニカル⼿法の診断 4 より精巧なテクニカル⼿法の 4 より精巧なテクニカル⼿法の診断 4 より⾼度なテクニカル⼿法の診断 4 より⾼度なテクニカル⼿法の診断 4 より⾼度なテクニカル⼿法の診断
5 損失を約束するその他の様々なテクニカル理論 5 損失を約束するその他の様々なテクニック 5 損失を約束するその他の様々なテクニック 5 損失を約束するその他の様々なテクニック 5 損失を約束するその他の様々なテクニック 5 損失を約束するその他の様々なテクニック 5 損失を約束するその他の様々なテクニック
6 テクニカル・マーケットの教祖たち 6 テクニカル・マーケットの教祖たち 6 テクニカル・マーケットの教祖たち 6 テクニカル・マーケットの教祖たち 6 テクニカル・マーケットの教祖たち 6 テクニカル・マーケットの教祖たち 6 「学者のたわごと」という反撃に答えて
7 それでもテクニカル・アナリストが雇われ続けるのはなぜか 7 それでもテクニカル・アナリストが雇われ続ける 7 それでもテクニカル・アナリストは雇われ続ける 7 それでもテクニカル・アナリストは雇われ続ける 7 それでもテクニカル・アナリストは雇われ続ける 7 それでもテクニカル・アナリストは雇われ続ける 7 投資家への⽰唆
8 反撃に答えて 8 「学者のたっわごと」という反撃に答えて 8 「学者のたわごと」という反撃に答えて 8 「学者のたわごと」という反撃に答えて 8 「学者のたわごと」という反撃に答えて 8 「学者のたわごと」という反撃に答えて
9 投資家への⽰唆 9 投資家への⽰唆 9 投資家への⽰唆 9 投資家への⽰唆: 9 投資家への⽰唆 9 投資家への⽰唆

第第7章 ファンダメンタル分析のお⼿並み拝⾒ 第第7章 ファンダメンタル分析のお⼿並み拝⾒ 第第8章 ファンダメンタル主義者のお⼿並み拝⾒ 第第7章 ファンダメンタル主義者のお⼿並み拝⾒: 第第7章 ファンダメンタル主義者のお⼿並み拝⾒ 第第7章 ファンダメンタル主義者のお⼿並み拝⾒ 第第7章 ファンダメンタル主義者のお⼿並み拝⾒
1 ウォール街VS学者 1 ウォール街VS学者 1 ウォール街の学者 1 ウォール街 学者 1 ウォール街 学者 1 ウォール街 学者 1 ウォール街 3学者
2 証券アナリストは⽔晶占い師のようなものか 2 証券アナリストは占い師のようなものか 2 証券アナリストは占い師のようなものか 2 証券アナリストは占い師のようなものか 2 証券アナリストは占い師のようなものか 2 証券アナリストは占い師のようなものか 2 証券アナリストは占い師のようなものか
3 なぜ⽔晶球は曇ってしまったのか 3 なぜ⽔晶⽟は曇ってしまったのか 3 なぜ⽔晶⽟は曇ってしまったのか 3 なぜ⽔晶⽟は曇ってしまったのか 3 なぜ⽔晶⽟は曇ってしまったのか 3 なぜ⽔晶⽟は曇ってしまったのか 3 なぜ⽔晶⽟は曇ってしまったのか
4 投資信託のパフォーマンス 4 投資信託の意外な成績 4 投資信託の意外な成績 4 投資信託の意外な成績 4 投資信託の意外な成績 4 投資信託の意外な成績 4 投資信託の意外な成績
5 ファンダメンタル分析で効果的な銘柄選択はできるか 5 効果的な銘柄選択はできるか 5 効果的な銘柄選択はできるのか 5 効果的な銘柄選択はできるのか 5 効果的な銘柄選択はできるのか 5セミストロング型かストロング型か 5 セミストロング型かストロング型か
6 マーケット・タイミング戦略の評価 6 誰がマーケット・タイミング戦略で成功したか 6 誰がマーケット・タイミング戦略で成功したか 6 誰がマーケット・タイミング戦略で成功したか 6 誰がマーケット・タイミング戦略で成功したか
7 セミストロング型とストロング型のランダム・ウォーク理論 7 セミストロング型かストロング型か 7 セミストロング型かストロング型か 7 セミストロング型かストロング型か 7 セミストロング型かストロング型か
8 中間の⽴場 8 中間の⽴場 8 中間の⽴場 8 中間の⽴場 8 中間の⽴場

第第8章 ランダム・ウォークを超えて
1 ウィーク型の効率的市場仮説に反する証拠
2 セミ・ストロング型の効率性とその他のアノマリー
3 ストロング型の効率的市場仮説
4 その他のアノマリー現象
5 1987年10⽉の暴落
6 プログラム・トレーディングと派⽣証券についての補⾜
7 まとめ

第第3部 新しい投資テクノロジー 第3部 第第3部 新しい投資テクノロジー 第第3部 新しい投資テクノロジー 第第3部 新しい投資テクノロジー 第第3部 新しい投資テクノロジー 第第3部 新しい投資テクノロジー
第第9章 現代ポートフォリオ理論と資本資産評価理論 第第8章 新しいジョギング・シューズ ―現代ポートフォリオ理論 第第9章 新しいジョギング・シューズ―現代ポートフ 第第8章 新しいジョギング・シューズ―現代ポートフォリオ理論 第第8章 新しいジョギング・シューズ―現代ポートフォリオ理論 第第8章 新しいジョギング・シューズ―現代ポートフォリオ理論 第第8章 新しいジョギング・シューズ―現代ポートフォリオ理論
1 リスクの定義―リターンの散らばり 1 リスクこそ株式の価値を決める 1 リスクこそ株式の価値を決める 1 リスクこそ株式の価値を決める 1 リスクこそ株式の価値を決める 1 リスクこそ株式の価値を決める 1 リスクこそ株式の価値を決める
2 リスクについての実証―⻑期間の研究 2 では、リスクとは何か 2 ではリスクとは、具体的に何を意味するのか 2 ではリスクとは具体的に何を意味するのか 2 ではリスクとは具体的に何を意味するのか 2 ではリスクとは具体的に何を意味するのか 2 ではリスクとは具体的に何を意味するのか
3 リスクの低減̶̶現代ポートフォリオ理論(MPT) 3 ハイリスク、ハイリターンの検証 3 ハイリスク、ハイリターンの検証 3 ハイリスク、ハイリターンの検証 3 ハイリスク、ハイリターンの検証 3 ハイリスク、ハイリターンの検証 3 ハイリスク、ハイリターンの検証
4 リスクのモデル化―資本資産評価モデル(CAPM) 4 リスクを減らす学問 4 リスクを減らす学問 4 リスクを減らす学問 4 リスクを減らす学問 4 リスクを減らす学問 4 リスクを減らす学問

5 相関係数のマジック 5 相関係数のマジック 5 相関係数のマジック 5 相関係数のマジック 5 相関係数のマジック 5 相関係数のマジック
6 分散投資という豊かな鉱脈 6 分散投資という豊かな鉱脈: 6 分散投資という豊かな鉱脈 6 分散投資という豊かな鉱脈 6 分散投資という豊かな鉱脈 6 分散投資という豊かな鉱脈

第第10章 現在の状況―ベータを超えて 第第9章 リスクをとってリターンを⾼める 第第10章 リスクをとってリターンを⾼める 第第9章 リスクをとってリターンを⾼める 第第9章 リスクをとってリターンを⾼める 第第9章 リスクをとってリターンを⾼める 第第9章 リスクをとってリターンを⾼める
1 ベータに賭けることを⽀持する根拠 1 「ベータ」の福⾳ I 「ベータ」の福⾳ 1 「ベータ」の福⾳ 1 「ベータ」の福⾳ 1 「ベータ」の福⾳ 1 「ベータ」の福⾳
2 ベータに対する不信―いくつかの気になる実証結果 2 CAPM旋⾵ 2 CAPM旋⾵ 2 CAPM旋⾵ 2 CAPM旋⾵ 2 CAPM旋⾵ 2 CAPM旋⾵
3 投資の聖杯を求めて 3 実績を⾒よう 3 実績を⾒よう 3 実績を⾒よう 3 実績を⾒よう 3 実績を⾒よう 3 実績を⾒よう
4 まとめ 4 ベータの「死亡宣告」 4 ベータの「死亡宣告」 5 より完全なリスク尺度はあるか 4 ベータの「死亡宣告」 4 ベータの「死亡宣告」 4 ベータの「死亡宣告」 4 ベータの死亡宣告

5 より完全なリスク尺度はあるか 5 より完全なリスク尺度はあるか 5 より完全なリスク尺度はあるか 5 より完全なリスク尺度はあるか 5 より完全なリスク尺度はあるか

第10章結局のところ市場は予測可能か―ランダム・ウォーク
理論に対する攻撃

第第11章 効率的市場理論に対する攻撃はなぜ的外れなのか 第第10章 ⾏動ファイナンス学派の新たな挑戦 第第10章 ⾏動ファイナンス学派の新たな挑戦 第第10章 ⾏動ファイナンス学派の新たな挑戦 第第10章 ⾏動ファイナンス学派の新たな挑戦

1 予測可能な株価のパターン 1 効率的市場の定義 1  個⼈投資家の⾮合理的な投資⾏動の解明 1 個⼈投資家の⾮合理的な投資⾏動の解明 1 個⼈投資家の⾮合理的な投資⾏動の解明 1 個⼈投資家の⾮合理的な投資⾏動の解明
2 ⾃滅した「ダウの負け⽝」戦略 2 的外れな効率的市場理論への反証 2 ⾏動ファイナンス理論から得られる教訓・ 2 ⾏動ファイナンス理論から得られる教訓 2 ⾏動ファイナンス理論から得られる教訓 2 ⾏動ファイナンス理論から得られる教訓
3 そして、勝者は...... 3 より⾼度な効率的市場理論への反証

補論 ⼀九⼋七年⼀〇⽉の暴落 4 なぜプロですら的を外すのか 第第11章 効率的市場理論に対する攻撃はなぜ的外れなのか 第第11章 効率的市場理論に対する攻撃はなぜ的外れなのか 第第11章 「スマート・ベータ」は本当に役に⽴つか
第11章「スマート・ベータ」と「リスク・パリティー」―新
しいポートフォリオ構築方法

5 そして勝者は 1 効率的市場の定義 1 効率的市場の定義 1 スマート・ベータとは? 1 スマート・ベータとは何か
2 的外れな効率的市場理論への反証 2 的外れな効率的市場理論への反証  2 代表的な四つの属性 2 代表的な四つの属性についての試論
3 より⾼度な効率的市場理論への反証 3 より⾼度な効率的市場理論への反証 3 スマート・ベータの効果の検証 3 代表的なブレンド・ファンド
4 なぜプロですら的を外すのか 4 なぜプロですら的を外すのか 4 特定の属性にフォーカスした運⽤の有効性 4 投資家への⽰唆
5 そして勝者は 5 そして勝者は 5 ハイブリッド・フォーカス・ファンド 5 リスク・パリティー

6 その他の属性にフォーカスしたファンドのパフォーマンス 6 結び
7 投資家への⽰唆
8 効率的市場論者への⽰唆
9 結局は時価総額加重のインデックス・ファンドがベスト:

第第4部 ウォール街の歩き⽅の⼿引 第第4部 ウォール街の歩き⽅の⼿引 第第4部 ウォール街の歩き⽅の⼿引 第第4部 ウォール街の歩き⽅の⼿引 第第4部 ウォール街の歩き⽅の⼿引
第第11章 インフレと⾦融資産のリターン 第第11章 インフレと⾦融資産のリターン 第第2章 インフレと⾦融資産のリターン 第第2章 インフレと⾦融資産のリターン 第第12章 インフレと⾦融資産のリターン 第第4部 ウォール街の歩き⽅の⼿引 第第12部 ウォール街の歩き⽅の⼿引
1 60年代末から70年代にかけてのインフレの⾼進 1 何が株式と債券のリターンを決めるのか 1 何が株式と債券のリターンを決めるのか 1 何が株式と債券のリターンを決めるのか 1 何が株式と債券のリターンを決めるのか 第第12章 財産の健康管理のための⼀○カ条 第第2章 財産の健康管理のための⼀○カ条
2 債券投資家の苦悩 2 時代区分でみた⾦融資産のリターン 2 時代区分でみた⾦融資産のリターン 2 時代区分でみた⾦融資産のリターン 2 四つの時代区分で⾒た⾦融資産のリターン 1 第1条 元⼿を蓄えよ 1 第1条元⼿を蓄えよ
3 株式投資家の悲哀 3 ⼆⼀世紀はどうなるか 3 ⼆⼀世紀はどうなるか 3⼆⼀世紀はどうなるか 3 この先はどうなるか 2 第2条 現⾦と保険で万⼀に備えよ 2 第2条 現⾦と保険で万⼀に備えよ
4 なぜ株式投資がひどい結果に終わったのか 3 第3条現預⾦でもインフレ・ヘッジ 3 第3条 現預⾦でもインフレ・ヘッジ
5 真犯⼈‒70年代の株価収益率の暴落 4 第4条 節税対策と年⾦制度の活⽤ 4 第4条 節税対策と年⾦制度の活⽤
6 80年代は⾦融資産の時代 5 第5条 運⽤⽬標をはっきりさせる 5 第5条 運⽤⽬標をはっきりさせる
7 「80年代は⾦融資産」シナリオ 6 第6条 マイホームの活⽤ 6 第6条 マイホームの活⽤
8 90年代の⾦融資産の予想リターン 7 第7条 債券市場に注⽬ 7 第7条 債券市場に注⽬
9 私が間違うとすればどこか 8 第8条 ⾦、ダイヤ、書画⾻董、コレクター・アイテム 8 第8条⾦、ダイヤ、書画⾻董、コレクター・アイテム

9 第9条 投資にかかるコストに⽬を配る 9 第9条 投資にかかるコストに⽬を配る
第第12章 投資家のライフサイクルと投資戦略 第第12章 投資家のライフサイクルと投資戦略 第第13章 投資家のライフサイクルと投資戦略 第第13章 投資家のライフサイクルと投資戦略 第第13章 投資家のライフサイクルと投資戦略 10 第10条 分散投資が⼤原則 10 第1条 分散投資が⼤原則
1 リスクとリターンは正⽐例している 1 リスクとリターンは正⽐例する 1 投資のリスクは投資期間に依存する 1 リスクとリターンは正⽐例する 1 リスクとリターンは正⽐例する 11 まとめのレビュー 11 まとめのレビュー
2 投資のリスクは投資期間に依存する 2 投資のリスクは投資期間に依存する 2 リスクとリターンは正⽐例する 2 リスクは投資期間に依存する 2 リスクは投資期間に依存する
3 ドル・コスト平均法はリスクを有効に軽減する 3 ドル・コスト平均法はリスクを有効に軽減する 3 ドル・コスト平均法はリスクを効果的に軽減する 3 ドル・コスト平均法はリスクを効果的に軽減する 3 ドル・コスト平均法はリスクを効果的に軽減する 第第13章 インフレと⾦融資産のリターン 第第13章 インフレと⾦融資産のリターン
4 リスク許容度は資産規模によって異なる 4 リスク許容度は資産規模で異なる 4 リスク選好とリスク許容度を区別する 4 リバランスによってリスクを減らしリターンを⾼める 4 リバランスによってリスクを減らしリターンを⾼める 1 何が株式と債券のリターンを決めるのか 1 何が株式と債券のリターンを決めるのか
5 投資家のライフサイクルと投資戦略 5 投資家のライフサイクルと投資戦略 5 投資家のライフサイクルと投資戦略 5 リスク選好とリスク許容度を区別する 5 リスク選好とリスク許容度を区別する 2 四つの時代区分で⾒た⾦融資産のリターン 2 四つの時代区分で⾒た⾦融資産のリターン
〔付録〔付録1〕 あなたのリスク選好度テスト 付録付録1 あなたのリスク許容度テスト 付録付録1 あなたのリスク許容度テスト 6 投資家のライフサイクルと投資戦略 6 投資家のライフサイクルと投資戦略 3 この先はどうなるか 3 この先はどうなるか:

〔付録〔付録2〕 ライフサイクルに応じた投資の⼿引
付録付録2 ライフサイクルに合わせた投資の⼿引 ――お勧めアセッ
ト・ミックス

付録2ライフサイクルに合わせた投資の手引―お勧めアセッ
ト・ミックス

7 ライフサイクルに合わせた投資の⼿引 7 ライフサイクルに合わせた投資の⼿引

―お勧めするアセット・ミックス 第第14章 投資家のライフサイクルと投資戦略 第第14章  投資家のライフサイクルと投資戦略
1 リスクとリターンは正⽐例する 1 リスクとリターンは正⽐例する

第第13章 ウォール街に打ち勝つための三つのアプローチ 第第13章 ウォール街に打ち勝つための三つのアプローチ 第第14章 ウォール街に打ち勝つための三つのアプローチ 第第14章 ウォール街に打ち勝つための三つのアプローチ 第第14章 ウォール街に打ち勝つための三つのアプローチ 2 リスクは投資期間に依存する 2 リスクは投資期間に依存する
1 思考停⽌型の歩き⽅―市場そのものを買う 1 思考停⽌型の歩き⽅ ――市場そのものを買う 1 思考停⽌型の歩き⽅―市場そのものを買う 1 思考停⽌型の歩き⽅―市場そのものを買う 1 思考停⽌型の歩き⽅―インデックス・ファンドを買う 3 ドル・コスト平均法はリスクを効果的に軽減する 3 ドル・コスト平均法はリスクを効果的に軽減する
2 こだわり型の歩き⽅―⾃分でやるべし 2 ⼿作り型の歩き⽅ ――有望銘柄の探し⽅ 2 ⼿作り型の歩き⽅―有望銘柄の探し⽅ 2 ⼿作り型の歩き⽅―有望銘柄の探し⽅ 2 ⼿作り型の歩き⽅―有望銘柄を⾃分で探す 4 バランスによってリスクを減らしリターンを⾼める 4リバランスによってリスクを減らしリターンを⾼める
3 ⼈に任せるタイプの歩き⽅̶̶専⾨家を雇うべし 3 ⼈に任せるタイプの歩き⽅ ――専⾨家を雇うべし 3 ⼈に任せるタイプの歩き⽅|専⾨家を雇うべし 3 ⼈に任せるタイプの歩き⽅|専⾨家を雇うべし 3 ⼈に任せるタイプの歩き⽅―専⾨家を雇うべし 5 リスク選好とリスク許容度を区別する 5 リスク選好とリスク許容度を区別する
4 マルキール・ステップがすたれた理由 4 マルキール・ステップがすたれた理由 4 マルキール・ステップがすたれた理由 4 マルキール・ステップがすたれた理由 4 マルキール・ステップがすたれた理由 6 投資家のライフサイクルと投資戦略 6 投資家のライフサイクルと投資戦略
5 投資アドバイザーのジレンマ 5 投資アドバイザーのジレンマ 5 投資アドバイザーのジレンマ 5 投資アドバイザーのジレンマ 5 投資アドバイザーのジレンマ 7 ライフサイクルに合わせた投資の⼿引 7 ライフサイクルに合わせた投資の⼿引
6 ランダム・ウォークの旅の終わりにあたって 6 ランダム・ウォークの旅の終わりに 6 ランダム・ウォークの旅の終わりに 6 ランダム・ウォークの旅の終わりに 6 ランダム・ウォークの旅の終わりに

第第15章 ウォール街に打ち勝つための三つのアプローチ 第第5章 ウォール街に打ち勝つための三つのアプローチ
訳者あとがき 訳者あとがき 訳者あとがき 訳者あとがき 訳者あとがきに代えて 1 思考停⽌型の歩き⽅―インデックス・ファンドを買う 1 思考停⽌型の歩き⽅―インデックス・ファンドを買う

2 ⼿作り型のあるきかた―有望銘柄を⾃分で探す 2 ⼿作り型の歩き⽅―有望銘柄を⾃分で探す
3 ⼈に任せるタイプの歩き⽅―専⾨家を雇うべし 3 ⼈に任せるタイプの歩き⽅―専⾨家を雇うべし
4 マルキール・ステップがすたれた理由 4 投資アドバイザー
5 投資アドバイザーのジレンマ 5 ランダム・ウォークの旅の終わりに
6 ランダム・ウォークの旅の終わりに:

エピローグ

訳者あとがきに代えて 訳者あとがきに代えて


